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１．研究計画の概要 
本研究は，以下の仮説・問題を検討すること
を目的として，研究継続中である。 
① 胎児期の睡眠リズム形成状況が発達障害
の発生を予測するか否か 

②  ADHD児，LD児,発達障害サスペクト児その
他の発達障害のリスクを持つ子どもへの
早期介入による,保護者・子どもの行動へ
の効果検証 

③  ADHD児，LD児，発達障害サスペクト児，
その他の発達障害のリスクを持つ子ども
への追加的介入プログラムの改善効果の
検証 

 
２．研究の進捗状況 
目的①のために，引き続き，周産母子セン

ターにおいて出生した子どもから，睡眠リズ
ムの形成が遅れた子ども，睡眠リズムの形成
が通常である子ども，低体重で出生した子ど
もを抽出し，発達検査の査定および診断を行
った。 
さらに，保護者評定による「子どもの行動

傾向測定尺度(CSB-RS)」によって日常の子ど
もの行動傾向を測定した。なお、CSB-RSにつ
いては、標準化および測定の妥当性・信頼性
確認のデータを論文化した。 
目的②，③については，発達障害リスクの

ある子どものための，標準的介入プログラム
および追加的介入プログラムの実践を継続し
ている。標準介入プログラム、および、追加
的介入プログラムとしての「養育スキル教室
」については，計画の前半において得たデー
タをまとめ、それぞれ発表した。さらに、標
準介入のプログラムにおける副次的な効果を
国際学会において発表した。 
本研究の成果は、今年度末までにひととお

りまとめる。しかし、調査対象児にみられる
神経学的・心理学的な問題が予想以上にバラ
エティに富んでいるため、明確な結論を導く
ためにはさらに多くのサンプルが必要であ
り、活動を継続していく研究上の理由が明ら
かになってきた。さらに、周産母子センター
と障害が明らかになった子どもの療育セン
ターを繋ぐ機関としての機能が評価されて
きたため、活動を安易に中止できない事由も
生じてきた。そのため、次年度は、調査サン
プルを増やす試みを続けるとともに、より効
率をあげつつ活動を継続していく方策を模
索していく。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 研究計画に記した目的を曲がりなりにも
達成するという意味では、主観的には、７割
程度の作業は達成されてきたと感じている。
ただし、研究遂行の過程で、幼児期早期の
ADHD 児，LD 児，発達障害サスペクト児，そ
の他の発達障害のリスクを持つ子どもにみ
られる神経学的・心理学的な問題は、研究着
手時の予想以上にバラエティに富んでいる
ため、明確な結論を導くためにはさらに多く
のサンプルを必要とすることが明らかにな
ってきた。その意味では、達成のゴールはむ
しろ遠ざかったと感じている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
本研究の成果は、今年度末までにひととお
りまとめるべく、ルーチンの検査及び介入を
継続する。しかし、調査対象児にみられる神
経学的・心理学的な問題が予想以上にバラエ
ティに富んでいるため、明確な結論を導くた
めにはさらに多くのサンプルが必要であり、



活動を継続していく研究上の理由が明らか
になってきた。さらに、周産母子センターと
障害が明らかになった子どもの療育センタ
ーを繋ぐ機関としての機能が評価されてき
たため、活動を安易に中止できない事由も生
じてきた。そのため、次年度は、調査サンプ
ルを増やす試みを続けるとともに、より効率
をあげつつ活動を継続していく方策を模索
していく。 
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